
























毎年1回，全国の病院の 1/3と一般診療所の 1/30に調査票を配布して， B価品目（製薬企業が
卸売価格を指定する品目）と相場品目（ 1品目を 2社以上が製造する品目）のそれぞれ100品目につ
いて薬価調査対象先が実際に購入した価格すなわち実勢価格（実際に医薬品市場で販売されている





































































































年次 圏内製造 輸入 計
昭和42年 9 21 30 
43 15 23 38 
44 9 14 23 
45 12 21 33 
46 16 23 39 
47 11 9 20 
48 20 12 32 
49 10 12 22 
50 12 18 30 
51 9 13 22 
52 12 16 27（うち 1成分重複）
53 19 18 37 
54 11 25 35（うち 1成分重複）
55 17 16 33 
56 19 29 48 
57 16 12 28 
58 14 18 32 
59 11 14 25 
60 21 32 53 
百十 263 346 609 































































































































































































































































































































































メーカー名 Ml 車哉 名 加入（店店）数
武 田 タ ケ ゲ ~工三』 42,000 
中 外 中 外 ~工三』 30,000 
山之内 山 之 内 ヱ1』ミ 29,000 
一 土ノf: 、 三共 S p s 27,000 
藤 沢 フジサワ会 23,000 
第 ーやく州木会 22,800 
興和新薬 コーワモニター会 21,900 
田 辺 M s c 19 000 
エーザイ 新チョコラ会 18,900 
里子 オ ノ ヨ1ミ3ト 18,500 
荒川長太郎 A v c ヱ1三2晶 38,000 
参 天 サ 、／ チ ：主工三主h 27,000 
ロー ト ロ ト f三~ 15,500 
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